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国産染付・
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要約

　後原遺跡は市域の中央部に位置し、過去に１地点、24次の調査が行われている。

今回は、高層集合住宅の建設に伴い、概ね敷地面積に相当する776㎡を調査した。

調査は場外への排土持ち出しが困難だったので、反転して２回に分けて実施し

たが、近・現代の撹乱が激しく、近世以前の遺構は少なかった。

　近世以前の遺構として検出できたのは、東西溝１条のみで、時期不明の土坑

やピットがある。東西溝は道路の側溝と思われ、これまでの調査成果で集団墓

地の北限であること、遺構が殆どないことなど、本溝が近世白木原村の北限を

示す道路ではなかったかと推察される。
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